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序

埋蔵文化財研究センターが発足してすでに 15 年が経過し多数の学内の校舎新営にとも

なう遺跡の調査をおこなってきた。この間に多くの遺構と膨大な量の遺物を発掘したが，

当センターではそれらの調査の概要を年度ごとにまとめて すでに12冊の年次報告書を，

そして重要な調査については，さらに詳細な分析をおこなった研究成果の報告書を過去に

4冊刊行した。従来の調査によって 吉田キャンパス内には縄文時代から近世にいたる各

時代の遺跡が，また和歌山県白浜町瀬戸，京都府下の美月・中海道・本山など各地に点在

する大学敷地内にも，同様の遺跡が良好に残されていることが明らかになっている。

この年報は， 1988年度におこなった構内遺跡の調査成果を第 I部とし，またこれに関連

する遺物の研究成果を第 H部としたものである。第 I部の 2件の調査では，京都大学構内

に残る中世および近世の遺構・遺物に関して，従来の成果に加えて，この一帯の歴史的環

境を復原する上で新たな資料を多数得ることができた。第 2章の本部構内東北部の調査で

は出土した炭火材について木材研究所の また貝類については理学部地質学教室の協力を

得て同定をおこない，その結果を収めた。御高覧いただき御批判をお願いしたい。

終わりに，ここに報告した調査でも，学内学外の多くの関係者に御指導と御協力をいた

だいた。とりめけ，施設部，工学部，医学部芝蘭会の関係者各伎に対して，お礼申し上げ

る次第である。

1992年 3月

京都大学埋蔵文化財研究センター長

小野山 自白
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1 本年報は，京都大学構内で1988 年 4 月 l 日から 1989 年 3 月31 日までに発掘，整理作業

を終了した埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学期蔵文化財研究センターに

おける研究成果をまとめたものである。

2 国土座標にしたがって一辺 50 m の方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した0

3 層位と遺構の位置については，国土座標第日座標系（x= 108,000 y=-20,000) 

が（X=2,000 Y=2,000 ）となる京都大学構内座標によって表示した。

4 遺構の略号は，奈良国立丈化財研究所の方式にしたがって，井戸： SE, 土坑： SK

のように表示し，各調査ごとに通し番号を lから付した。

5 遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を lから付した。

この遺物番号は，本文，実測同，写真を通して表示を統ーした。

I ：京都大学本部構内 AW27 区の発掘調査

II ：芝蘭会館国際交流会館建設予定地 ARl9 区の発掘調査

（例 I l ：京都大学本部構内 AW27 区出土遺物 l番）

6 原則として，遺物の実測図は縮尺 1/4 ，遺物の写真は約 1/2 に統ーした。他の縮尺の

ものは， lそれぞれに縮尺を明記した。

7 第I部の参考文献は，本文中に，〔著者名 発表年〕の形式で表わし，第I部の末に

一括した。第H部については，章末の注に一括して記載した。

8 遺構・遺物の実測と製図は，清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，千葉豊，森下章司，

石田由利子，上野京子，合田敦子，西川忠美子がおこなった。遺物の撮影は森下章司

カ守口当した。

9 本丈の執筆者名は各章の初めに記した。

10 編集は五十川伸矢が担当し，清水芳裕，浜崎一志，千葉豊，森下章司，石田由利子，

合田敦子，中田敬子，西川恵美子が協力した。
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